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☆ 特 集 『 台 湾 修 学 旅 行 』 ～ 写 真 で 振 り 返 る 4日 間 ～

先 日 ， 無 事 終 了 し た 台 湾 修 学 旅 行 に つ い て ， 今 回 と 次 回 の 2 回 の わ た っ て 写 真 で 振 り 返

り た い と い ま す 。 今 回 は ， 第 1 日 目 （ 11/12） と 第 2 日 目 （ 11/13） の 2 日 間 で す 。

【 機 内 の 様 子 。 や や 緊 張 ？ 】【 桃 園 空 港 到 着 。 台 湾 で す 】 【 空 港 出 口 の 熱 烈 歓 迎 】

【 初 日 の 夕 食 は ， 円 卓 を 囲 ん で 北 京 料 理 。 さ て ， 北 京 ダ ッ ク の 味 は ど う で し た か ？ ？ 】

【 ホ テ ル で は ， 荷 物 持 っ て 】【 ホ テ ル の 朝 食 は ， ブ ッ フ ェ 形 式 。 早 朝 な が ら 食 欲 旺 盛 ！ 】

２ 日 目 に は ， 台 湾 の 高 校 と の 学 校 交 流 が 行 わ れ

ま し た 。 交 流 校 の 桃 園 市 立 平 鎮 高 級 中 学 校 は ， 国

際 交 流 を 積 極 的 に 行 っ て い る 普 通 高 校 で す 。 歓 迎

セ レ モ ニ ー で は ， 生 徒 会 長 の 白 坂 知 也 君 が ， 生 徒

代 表 挨 拶 を 中 国 語 で 行 い 満 場 の 拍 手 を 受 け ま し

た 。 平 鎮 高 校 の 部 活 披 露 に 続 い て 富 里 高 校 の パ フ

ォ ー マ ン ス が 旅 行 委 員 の 進 行 で 行 わ れ ま し た 。 ま

ず ， コ ン ピ ュ ー タ 部 制 作 に よ る 『 学 校 紹 介 ビ デ オ 』 が 上 映 さ れ

ま し た 。 次 に ， 演 劇 部 に よ る 「 練 習 風 景 」 と 県 大 会 出 場 作 品 の

一 部 分 の 『 演 劇 』 で し た 。 そ し て ， 書 道 部

（“ 書 道 ガ ー ル ” 5 人 娘 ） に よ る 『 書 道 パ フ

ォ ー マ ン ス 』 が 行 わ れ ま し た 。 エ ン デ ィ ン

グ は ，『 ふ る さ と 』 の 大 合 唱 で し た 。



続 い て は ， 生 徒 11 ～ 18 人 が １ つ の グ ル ー プ と な っ て ， 英 語 や 歴 史 ・ 芸 術 な ど を ゲ ー ム

や 実 習 ・ 体 験 な ど 通 し て 学 習 す る と い う 14 講 座 の 特 色 あ る 授 業 に 分 か れ て 交 流 を 深 め ま

し た 。 ほ と ん ど の 生 徒 が 満 足 い く 内 容 だ っ た よ う で す が ， 同 時 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 媒

体 と し て の 言 語 の 大 切 さ 、 と り わ け 英 語 の 重 要 性 を 肌 で 感 じ た 時 で も あ っ た よ う で す 。

【 版 画 工 房 】 【 台 湾 伝 統 歌 仔 劇 】 【 日 台 飲 食 文 化 】

【 日 台 サ イ コ ロ ゲ ー ム 】 【 KANO と 台 湾 野 球 史 】 【 ミ ニ 天 燈 作 り 】

【 ｻﾝｸｽｷﾞﾋﾞﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ】 【 紙 切 り ア ー ト 】 【 幸 運 ブ ッ ク マ ー ク 】

【 蘭 亭 集 序 － 天 燈 と 書 道 】 【 体 育 館 に て 全 体 集 合 記 念 写 真 。こ の 人 数 は ，圧 巻 ！ 】

午 後 の 『 タ イ ペ イ ア イ 』 で は ， 獅 子 舞 と 格 式 あ る 古 典 芸 能 の 京

劇 「 西 遊 記 」 を 堪 能 し ま し た 。 ち ょ う ど １ 週 間 後 の 『 芸 術 鑑 賞 教

室 』 で は ， 日 本 の 獅 子 舞 を 見 た の で ，“ 日 台 獅 子 舞 競 演 ” で し た 。

そ し て ， ア ニ メ 「 千 と 千 尋 の 神 隠 し 」 の 舞 台 に 似 て い る こ と で

注 目 を 集 め た 『 九 份 』 で は ， 日 本

語 が 飛 び 交 う 狭 い 階 段 に 溢 れ ん ば

か り の 人 混 み の 中 で 少 々 靄 の か か

っ た 夜 景 を 楽 し み ま し た 。 地 元 台

湾 の 独 特 の 臭 い も 体 験 し ま し た 。

夕 食 は ， ホ テ ル で 広 東 料 理 。


